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「
地
域
福
祉
計
画
」
の
実
現
で 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

〝
絆
″
の
ま
ち
を
！ 

稲
毛
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 

委
員
長 

原
田
正
隆 

      

今
年
度
の
稲
毛
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協

議
会
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
原
田
で
す
。

若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
お
知
恵
と

お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
会
を
運
営
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

さ
て
、「
稲
毛
区
地
域
福
祉
計
画
」
は
策
定

か
ら
五
年
が
経
過
し
、
今
年
度
か
ら
を
新
た
な

計
画
期
間
と
す
る
、
第
二
期
計
画
が
昨
年
度
末

に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
福
祉
計
画
と
聞
い

て
も
ピ
ン
と
来
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
区
民
の
参
加
に
よ
り
実
現

を
め
ざ
す
、
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

で
す
。
東
日
本
大
震
災
以
来
、「
絆
」
と
い
う

言
葉
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
区
民
の
絆
を

深
め
る
た
め
の
計
画
と
も
言
え
ま
す
。 

当
協
議
会
は
、
既
に
地
域
で
支
え
合
い
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
立
場
の
人
、
公
募
市
民
な
ど
、
様
々
な
委
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
に
定
め
ら
れ
た

取
組
に
は
、
委
員
だ
け
で
推
進
す
る
の
は
困
難

な
も
の
も
多
く
、
一
人
で
も
多
く
の
区
民
の
方

に
、
ま
ず
は
こ
の
計
画
の
こ
と
を
、
推
進
協
議

会
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
取
組
へ
の
ご
参
加
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
ご
意
見
・
ご
要
望
等
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

✪区推進協議会の目的・役割✪ 
 

（１）区地域福祉計画の取組状況の把握 

（２）地域福祉の活動団体間の情報交換、連絡調整 

（３）行政機関や社会福祉協議会との連絡調整 

（４）区の地域福祉計画に関する広報 

 

23 年度第１･２回 

稲毛区地域福祉計画 

推進協議会 
を開催しました。 
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平
成
23
年
度
第
1
回
稲
毛
区
地

域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会
（
以
下
区

推
進
協
）
が
、
6
月
25
日(

土)

に

稲
毛
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大

会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

今
年
度
第
1
回
の
区
推
進
協
で

は
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
委
員
長

に
原
田
委
員
、
副
委
員
長
に
西
脇
委

員
と
松
原
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
行
政
か
ら
地
域
福
祉

計
画
の
概
要
、
目
標
、
イ
メ
ー
ジ
、

地
域
福
祉
活
動
を
実
践
す
る
た
め

の
地
区
部
会
へ
の
参
加
や
町
内
自

治
会
へ
の
加
入
促
進
（
担
い
手
不
足

の
解
消
）
や
、
５
つ
の
基
本
方
針
、

６
つ
の
重
点
項
目
、
本
計
画
の
周
知

方
法
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

平
成
23
年
度
第
2
回
区
推
進

協
は
、
９
月
24
日
（
土
）
に
稲
毛

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
自
助
・
共
助
に
よ
る
区
地

域
福
祉
計
画
の
取
り
組
み
状
況
を
、

各
委
員
よ
り
内
容
、
進
捗
状
況
、
成

果
な
ど
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
推
進

に
あ
た
り
抱
え
る
課
題
や
悩
み
な

ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
、
情
報
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
事
務
局
か
ら
当
該
計
画
の
広
報

に
つ
い
て
、
本
協
議
会
だ
よ
り
、
行

政
作
成
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

掲
載
内
容
、
配
布
先
、
配
布
方
法
な

ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

   「花の都・ちば」 

   シンボルキャラクター 

    ちはなちゃん 
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～ 第１期計画から第２期計画へ ～ 

本推進協議会だよりをご覧の皆様、これまでに上記の基本目標を見たり聞いたりしたことがありますか？ 

これは稲毛区地域福祉計画の「基本目標」です。皆様がお住まいの稲毛区がどのような福祉のまちをめざ 

そうとしているのかを、誰が見てもわかりやすく表したものです。 

さて稲毛区は、住み慣れた地域で、誰もがその人らしく安全で安心して充実した生活がおくれるよう、地 

域住民のつながりを構築し、支え合い助け合う関係をつくり、今まで以上に地域住民同士が協力していくこ 

とを目指し、「文教のまち稲毛区」の特性を活かしながら、平成１８年３月に「第１期稲毛区地域福祉計画」 

を策定し、推進を図ってきました。 

第２期計画は、第１期計画の稲毛区の目指すべき将来像である基本目標と、地域福祉を推進していくうえ 

での方向性を示す基本方針は変えないで、３４の具体的な取り組み頄目を策定しました。そして、引き続き 

解決に向けた取り組みを地域の連携のもと、取り組みが遅れているものを進めていくこと、取り組んでいる 

ものでさらに進めていくことなど、計画の推進を図るため重点頄目を設定しました。 

今号では、その重点頄目（６つの具体的な取り組み頄目）についてご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

１ 地域で活動している人・組織同士との連携・協力 【 基本方針 ２ 】 

●地域で活躍する人・組織が所有している情報をプライバシーに十分配慮しながら共有し、各地域の実情に 

あった形で連携・協力し、「遠くの親戚より近隣で生活する身近な人による支え合い助け合えるより良い 

地域」をめざします。 

●人・組織が行っている活動や役割を地域の人に知らせます。 

●市や専門機関とも連携・協力して行います。 

●３ページの４にあるコーディネート組織や暮らしの助っ人隊、大学などとも連携・協力を図っていきます。 

第２期 稲毛区地域福祉計画    

≪基本目標≫ 

みんなで支え合い、安心して暮らせる稲毛
ま ち

をめざして 

－心のバリアフリーから始まる“地域発”の取り組み－ 

≪基本方針≫ 

基本方針１ 地域に住む人々が、お互いを知り、理解することから始めよう 

基本方針２ 人と人のつながりをつくり、活かし、支え合い助け合う地域での連携プレー  

基本方針３ 「気軽に、楽しく、おしゃべりしたり、過ごせたり、活動したり」 

するみんなの居場所づくり 

基本方針４ 身近なところで必要な情報を得ることができる仕組みづくり 

基本方針５ 日頃からの緊急時に備えた取り組み              

                                    

稲毛区としての重点項目（６つの具体的な取り組み項目） 
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２ ボランティアの人材育成                     【 基本方針 ２ 】 

●地域活動を行うのに、ボランティアの存在は欠かせません。このため、講座を開催してボランティアを 

育成します。 

●地域の方に各種ボランティア活動への参加を促し、体験を通してボランティアの 

育成に努めます。 

●子ども達を主な対象に、学校でもボランティアの人材育成を進めます。 

 

３ 活動の中核となれる人材の発掘               【 基本方針 ２ 】 

●区内に居住する各種の福祉関係の仕事の経験者や、ことぶき大学校など 

の生涯大学の学生及び修了者、ボランティアなどから希望者を募り、 

登録（人材バンク）し、人材を発掘します。 

 

４ コーディネート組織の連携                   【 基本方針 ２ 】 

●コーディネート組織が連携していくためには、地域で活動している人や組織、大学などの協力・連携が 

不可欠です。賛同していただけるところと少しずつネットワークを拡げていきます。 

●最終的には、中学校単位くらいごとにコーディネート組織が立ち上がり、毎日活動 

しているような地域をめざします。 

●相談や支援に対しては、プライバシーの問題や組織の信頼性、トラブル時の対応、 

運営方法など、課題もあります。実施にあたっては、慎重に検討しながら進めていきます。 

 

５ 安心カードの作成と活用                     【 基本方針 ５ 】 

●社会福祉協議会地区部会や民生委員・児童委員が中心となって、氏名や住所、緊急時の連絡先、地域の 

民生委員・児童委員などを記載し、緊急時など必要な情報として役立てる安心カードを地域に住む高齢 

者や障害者などに対し、配布します。 

●在宅中のときは玄関などの発見しやすい場所に、外出するときにはそれを持って 

いってもらい、いざというときに役立てるような対応ができるようにします。 

●地域に安心カードについて周知し、有効に活用できるように工夫します。 

 

６ 災害時に対応した地域住民の研鑚を図る        【 基本方針 ５ 】 

●町内自治会や要支援者団体等で消防署の職員等の災害時対応の専門家を呼んで、災害が起きた時の対応、 

日頃の備え、避難所生活を送るうえで、障害者や赤ちゃんがいる方など特別な配慮を要する人に対する 

知識などについて講習を受けます。また、お互いの意見交換の場としても行っていきます。 

●避難訓練を行いますが、参加者が役員や一部の人のみでなく、支援を必要とする人 

が進んで参加できる地域全体としての意識改革が必要です。そのためには、普段 

から近隣との情報交換や積極的な交流が大切です。 

●現在、市全体で取り組んでいる、自主防災組織についても進めていくことも必要です。 

要支援者団体と市などによる話し合いの場をつくり、避難場所のバリアフリー化、 

車椅子用トイレ、授乳場所の確保等 要支援者にとって必要不可欠なものに対する 

ことについて検討をしていきます。 
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～地域にお住まいの方々が、気軽に立ち寄れる場所を目指しています～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          
敬称略・50音順 

No 
 

氏 名 
 

所属団体等 
 

No 
 

氏 名 
 

所属団体等 
 

1 
 

飯田  
 
千葉市社会福祉協議会稲毛地区部会 

 
17 

 
津久井 良往 

 
千葉市社会福祉協議会草野地区部会 

 
2 

 
生島 郁子 

 
公 募 

 
18 

 
西脇 英子 

 
千葉市社会福祉協議会山王地区部会 ○ 

3 
 

池埜 三紀 
 
地域生活支援センター ふらる 

 
19 

 
原田 正隆 

 
千葉まちづくりサポートセンター ◎ 

4 
 

石原 康子 
 
千葉市社会福祉協議会緑・黒砂地区部会 

 
20 

 
藤川  勇 

 
稲毛区町内自治会連絡協議会 

 
5 

 
井村  進 

 
千葉市社会福祉協議会稲丘地区部会 ● 21 

 
星野  光 

 
公 募 

 
6 

 
瓜生 澄江 

 
稲毛区民生委員児童委員協議会 

 
22 

 
松井 利之 

 
千葉市身体障害者福祉団体連合会 

 
7 

 
小川 日出男 

 
稲毛区民生委員児童委員協議会 

 
23 

 
松川 智子 

 
公 募 

 
8 

 
金子 トキ子 

 
千葉市老人クラブ連合会 

 
24 

 
松原 正道 

 
公 募 ○ 

9 
 

木村 秀二 
 
作草部保育園 

 
25 

 
茂手木 直忠 

 
千葉市社会福祉協議会轟・穴川地区部会 

 
10 

 
後藤 育子 

 
千葉市手をつなぐ育成会 

 
26 

 
森脇  清 

 
千葉市社会福祉協議会千草台中学校地区部会 

11 
 
鈴木 恵和子 

 
千葉市社会福祉協議会小中台東地区部会 

 
27 

 
矢田 房子 

 
公 募 ● 

12 
 

鈴木 金作 
 
稲毛区町内自治会連絡協議会 

 
28 

 
山崎 弘子 

 
千葉市ボランティア連絡協議会 ● 

13 
 

田岡  寛 
 
稲毛区町内自治会連絡協議会 

 
29 

 
山田 敏子 

 
ファミリー・サポート・センター会員 

 
14 

 
髙階 光義 

 
千葉市社会福祉協議会緑が丘地区部会 

 
30 

 
渡邉 志げ子 

 
稲毛区民生委員児童委員協議会 

 
15 

 
武市 康子 

 
千葉市社会福祉協議会小中台西地区部会 

 
31 

 
渡辺 トシ 

 
千葉市社会福祉協議会３０１地区部会 

 
16 

 
種池 賀子 

 
稲毛区町内自治会連絡協議会 

  
◎：委員長  ○：副委員長  ●：広報委員 

 

 

 

 

 

 

◇◇◇◇◇◇◇ 編 集 後 記 ◇◇◇◇◇◇◇ 

第２期稲毛区地域福祉計画が決定される前日に東日本大震災がおきました。次第に明らかに 

なっていく被害は予想をはるかにこえたものでした。しかし、そのような状況の 

中で、お互いに助け合って、困難な状況を乗り越えようとしている人々がいます。 

この計画に多くの人がかかわり、活用することによって地域の中に『絆』が 

育っていくと思います。 

平成２３年度 稲毛区地域福祉計画推進協議会委員名簿 

 

 生 活 支 援 セ ン タ ― ふ ら る 域 地 

 

施設 
紹介 

ラウンジ＆ギャラリー 

●コーヒーや手作りパウンドケーキなど、 

お楽しみ頂ける喫茶店です。 

●月替りで作品展示を行っています。 

●地域の皆様も作品展を開催して 

みませんか？ 

★営業時間：平日 10:30～16:00★ 

日中活動の場 

●障害をもたれた方々が、書道・陶芸・ 

ビーズ・園芸・フラワーアレンジメント・調理 

などの創作活動を行っています。 

●地域の皆様もボランティアとして、一緒に参加して 

みませんか？ 

預かりの場 

●障害児の方を定期的にお預かり 

しています。 

●緊急時にもお預かりしています。 

相談の場 

●障害をもたれた方々の生活相談、就労相談、教育相談、子育て相談などを行っています。 

●ご相談に応じ、必要な情報提供を行っています。 

●各種制度や福祉サービスの利用に関する相談も行っています。 

 

地域生活支援センターふらる 

〒263-0015 稲毛区作草部 2-4-6（モノレール作草部駅近く） 

受付時間：平日８：３０から１７：３０ 

電話番号：０５０－３７３４－０４８０ 


